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土
地
は
、
限
り
あ
る
資
源

み
ん
な
で
活
か
し
、
豊
か
な
未
来
を

r

~ 

で づ新地
すくし籍
りい 調
のま査
硬さち は

私
た
ち
の
住
む
ま
ち
川
内
町
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
、

又
皆
さ
ん
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
公
共
事
業

そ
の
他
色
々
な
事
業
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
わ
が
ま
ち
で
は
、
四
国
縦
貫
高
速
自
動
車
道
や
国

道

一
一
号
バ
イ
パ
ス
並
び
に
こ
れ
を
結
ぶ
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
工
事
が
、
平
成
六
年
開
通
を
目
ざ
し
着
々
と

進
め
ら
れ
て
お
り
、
新
し
い
時
代
に
向
っ
て
躍
動
の
波

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
川

内
町
で
も
来
る
べ
き
一
一
一
世
紀
に
向
け
て
さ
ら
に
潤
い

と
活
力
の
あ
る
ま
ち
守
つ
く
り
が
計
画
さ
れ
、
様
々
な
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
計
画
を
よ
り
早
く
実
行
に
移
す
た
め

に
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る
資
料
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ち
の
が
、
地
籍
調

査
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
土
地
の
国
勢
調
査
と
も
い
う
べ
き
も

の
で
、
国
土
調
査
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
る
大
切
な
調

査
で
す
が
、
川
内
町
で
は
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
調
査

を
開
始
し
て
お
り
、
平
成
二
五
年
度

(
平
成
二
年
度
川
内
町
策
定
計
画
に

よ
る
)
ま
で
約
三

0
年
間
に
及
ぶ
長

期
計
画
に
よ
り
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
三
一
年
度
末
現
在
で
は
、
要
調
査

面
積
(
国
有
林
及
び
土
地
改
良
事
業

地
等
を
除
く
)
一

O
三

・
五
一
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
約
一
八
パ
ー

セ
ン
ト
に
あ
た
る
一
八

・
六
二
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
調
査
を
終
え
て
お

り
、
今
年
度
は
、
あ
ら
た
に
大
字
南

方
の
一
部
地
域
を
調
査
対
象
地
区
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
籍
調
査
は
、
土
地
の

正
し
い
地
籍
簿
を
作
る

も
の
で
す

人
に
関
す
る
記
録
と
し
て
戸
籍
が

あ
る
よ
う
に
、
土
地
に
関
す
る
記
録

を
地
籍
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日

本
国
民
で
戸
籍
の
な
い
人
が
い
な
い

よ
う
に
日
本
の
国
土
で
地
籍
の
な
い

土
地
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ
の
調
査
は
、

土
地
に
関
す
る
基
礎
的
な
調
査
で
あ

り
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
い
て
行
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
皆
さ
ん

の
土
地
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
土
地

台
帳
や
字
限
図
は
、
明
治
初
期
に
作

ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
測
量
技
術

の
幼
稚
さ
と
長
い
年
月
を
経
た
た
め
、

現
況
の
移
り
変
わ
り
に
よ
っ
て
、
今

で
は
充
分
な
活
用
が
出
来
な
く
な
り

大
切
な
土
地
の
境
界
の
確
認
が
難
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
籍
調

査
は
、
正
し
い
測
量
に
よ
っ
て
新
し

い
地
図
と
簿
冊
(
地
籍
図
と
地
籍
簿
)

を
作
り
、
皆
さ
ん
の
土
地
の
正
し
い

位
置

・
形

・
地
番

・
地
目

・
面
積
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

こ
れ
が
出
来
ま
す
と
、
公
共
土
木

事
業
や
土
地
改
良
事
業
、
総
合
開
発

事
業
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
建
設
事
業

の
計
画
や
実
施
に
お
い
て
大
変
役
立

つ
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
土

地
を
護
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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そ
れ
で
は
地
籍
調
査
は

ど
の
よ
う
に
し
て
進
め

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か

地籍調査の作業の流れ

O

一
筆
地
調
査
(
現
地
調
査
)

地
籍
調
査
で
は
、
ま
ず
、
一
筆
毎

の
土
地
に
つ
い
て
、
所
在
、
地
番
、

地
目
と
所
有
者
を
調
査
確
認
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
土
地
の
境
界
を
所
有

者
立
会
い
の
上
で
確
認
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
境
界
杭
(
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
杭
又

は
竹
杭
等
)
を
調
査
図
に
記
録
し
ま

す。O
基
準
点
測
量
・
地
籍
測
量

日
本
全
国
に
設
け
ら
れ
た
一
等
か

ら
三
等
ま
で
の
国
家
三
角
点
の
他
に

地
籍
調
査
の
た
め
に
国
(
国
土
地
理

院
)
に
よ
っ
て
特
別
に
四
等
三
角
点

が
設
け
ら
れ
(
こ
れ
を
基
準
点
測
量

と
い
い
ま
す
)
、
こ
れ
ら
の
三
角
点

を
基
に
し
て
、
地
上
測
量
に
よ
り
土

地
の
境
界
を
一
筆
毎
に
精
密
に
測
量

し
ま
す
。

特
に
、
川
内
町
で
は
、
光
波
測
距

測
角
儀
を
用
い
た
数
値
測
量
を
採
用

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
界
点
の

位
置
が
現
地
座
標
で
表
示
さ
れ
る
た

め
、
地
球
上
の
位
置
を
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

r叫一一-
O
地
籍
図
作
製
・
地
積
測
定

こ
の
測
量
結
果
を
基
に
土
地
の
境

界
の
位
置
を
表
わ
す
地
図
(
地
籍
図

と
い
う
)
を
作
製
し
ま
す
。
又
、
こ

の
地
籍
図
及
び
座
標
値
を
基
に
そ
れ

ぞ
れ
の
土
地
の
面
積
を
計
算
し
ま
す
。

~ム』叫ι「

O
地
籍
簿
作
成

一
筆
地
調
査
の
結
果
と
面
積
測
定

の
結
果
を
と
り
ま
と
め
て
地
籍
簿
を

作
成
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
登
記
所
に

あ
る
土
地
登
記
簿
の
表
題
部
と
同
じ

内
容
の
も
の
で
す
。

O

閲

覧

地
籍
図
と
地
籍
簿
が
作
成
さ
れ
ま

句血

す
と
、
二

0
日
間
一
般
の
関
覧
に
供

し
、
誤
り
等
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
再

調
査
し
て
、
よ
り
正
確
な
も
の
と
し

ま
す
。
(
こ
れ
を
本
閲
覧
と
い
い
ま

す
)な
お
、

また成
すめ果
、を

別さ
にら閲
仮oに覧
開。正に
覧o確お
もない
実もて
施のは
しと
てす調
いる査

O
成
果
の
認
証
・
登
記
所
送
付

閲
覧
後
の
地
籍
図
と
地
籍
簿
は
、

県
知
事
に
よ
り
調
査
精
度
等
の
確
認

を
受
け
た
の
ち
(
こ
れ
を
認
証
と
い

い
ま
す
)
、
そ
の
写
し
が
登
記
所
に

送
付
さ
れ
る
と
と
も
に
、
役
場
に
も

保
管
さ
れ
行
政
を
は
じ
め
各
方
面
で

利
活
用
さ
れ
ま
す
。

以
上
が
地
籍
調
査
の
作
業
の
流
れ

と
な
り
ま
す
。

国
土
調
査
を
皆
さ
ん
と

と
も
に
進
め
ま
し
ょ
う

今
日
、
土
地
を
め
ぐ
る
社
会
環
境

は
、
急
速
に
変
化
し
、
土
地
行
政
上
に

お
い
て
も
地
籍
の
整
備
は
ま
す
ま
す

重
要
か
っ
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
は
、
町
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
行
い
、
調
査
の
経
費
は
、
国

県
の
補
助
金
と
町
で
負
担
す
る
た
め

個
々
の
土
地
の
所
有
者
の
皆
さ
ん
は

測
量
等
の
た
め
の
経
済
的
な
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
調
査
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
皆
さ
ん
の
大

切
な
財
産
で
あ
る
土
地
を
安
心
し
て

子
孫
に
残
し
て
行
く
た
め
、
そ
し
て

二
一
世
紀
へ
向
け
て
の
新
し
い
町
づ

く
り
の
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
地
籍

調
査
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

※ 

国
土
調
査
に
関
す
る
詳
し
い
こ

と
は
、
役
場
国
土
調
査
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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d 
4/23 
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
Tこ
祝
賀
d与

= 

ム4/23松山自動車道則之内トンネルが貫通し、
鏡開きの儀に臨む森町長さん

一一 トンネルの長さは、 348メート)1，，-

司ー

一小さいお子さんも安心-

b-1V J 
i骨
JII 
渓
資

の
遊
歩

票
舗
装
整
備
さ
れ
ま
し
た

視 川内町遺彊式b 
5/7 
満町
六中
O央
歳公
の民
町館
民で
八還
O暦

持
出行
席わ
しれ
ま
し
た

一一節目を迎え、まだまだ若さあふれる皆さん一一

d
向
井
川
橋
が
完
成
し
、
一
段

と
便
利
に
な
り
ま
し
た

ー一一人と地域を結ぶ連絡橋一一

マ狩場川流域沿いにできた

コミュニティ広場

一一人々の心を育て、つなぐ、ふれ合い広場一一

環境にやさしい暮らしと社会を刀

-4一

6月は環境月間で・す
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まつり

hv
仰
井
内
の
永
井
公
一

さ
ん
宅
庭
先
の

段
々
畑
一
面
に
千
本
の
ぼ
た
ん
が
植

え
ら
れ
て
お
り
、
開
花
に
合
わ
せ
、

地
域
の
人
達
、
が
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た

ー
にぎわいを見せる「わかみやの里J

b採集した野草は、モミジガサ
など25種もあり
ました

ム色とりどりのぼたんに
固まれた永井さん

一一ダミー人形を使って、

事故の恐しさを一一
d 
4126 

参手山
加ほ菜
者ど研
のき究
皆で家
さ野大
ん草石
を延
調夫
理さ
すん
るの

ム4/15西谷小学校で第1回交通安全
教室が行われました

ー
こ
れ
、
ほ
ん
と
に
食
べ
ら
れ
る
の
|

明a

O
男
子優一

部
勝)

木

村

隆

、

加

藤

彰

三

j

松

岡

隆

三

漬

凹

貴

之

A

高
須
賀
広
志

黒

川

博

幸

j

準
優
勝位

(二
部
)

優

勝

高 i度黒加福竹
橋部川藤島中

雅盛幸
志純昭計宏一
組組組

準
優
勝位

ー第

4
回大

会
結
果

-5一

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

O
女
子
(
一
部
)

優

勝
準
優
勝

二
部
)

優

勝

準
優
勝 位位

4
/
お

大若近岡山山
西林藤田中崎
奈千 八久
初津枝秀重美
恵美美子子子
組組組

仲

嶋

朱

美

坦

門
屋
三
千
代
え

瀧

田

千

鶴

田
中
美
恵
子
，
耳

石

川

円

美

名
越
宣
子
，
青

森

田

栄

子

大

野

英

子

A
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• 

コ
ー
ヒ
ー
を

か
ん
、
か
え
る

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ

一
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
一

一

い

れ

る

条

件

一。。

コ
ー
ヒ
ー
の
う
ま
味
や
こ
く
を
だ

す
成
分
は
、
豆
の
挽
き
か
た
、
湯
の

温
度
な
ど
の
条
件
に
よ
り
か
な
り
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
お
い
し
い
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
む
た
め
に
、
い
れ
方
が
い
ろ

い
ろ
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

固
挽
い
た
粉
末
の
大
き
さ

熔
煎
し
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
粉
砕
す

る
と
き
、
粒
子
の
大
き
さ
に
よ
っ
て

味
や
濃
さ
が
か
な
り
違
っ
て
き
ま
す
。

粒
子
を
細
か
く
す
る
ほ
ど
、
コ
ー
ヒ

ー
成
分
は
効
率
よ
く
抽
出
さ
れ
、
カ

プ
エ
イ
ン
、
タ
ン
ニ
ン
、
酸
な
ど
の

濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

@ O
荒
挽
き
と
微
粉
に
挽
い
た
も
の
と

の
コ
ー
ヒ
ー
濃
度
の
違
い

ト
ル
コ
風
の
コ
ー
ヒ
ー
の
い
れ
方

は
、
微
粉
に
挽
い
た
も
の
を
煮
て
、

上
澄
み
を
飲
み
ま
す
。
こ
う
し
た
方

法
だ
と
、
コ
ー
ヒ
ー
成
分
は
ひ
じ
よ

う
に
濃
く
抽
出
さ
れ
ま
す
。
一
方
、

ア
メ
リ
カ
式
の
コ
ー
ヒ
ー
の
い
れ
方

は
、
荒
挽
き
の
も
の
を
パ

l
コ
レ
!

。
。

タ
l
で
ろ
過
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

コ
ー
ヒ
ー
成
分
は
そ
れ
ほ
ど
濃
く
は

抽
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

同
量
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
用
い
た
場

合
は
、
粒
子
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、

コ
ー
ヒ
ー
成
分
濃
度
は
二

O
%
も
違

っ
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
温
の
湯
で
は
、
タ
ン
ニ
ン
も
多
く

溶
け
出
し
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

コ
ー
ヒ
ー
の
味
と
し
て
最
も
好
ま
し

く
な
い
渋
味
が
強
く
な
り
ま
す
。
逆

に
、
湯
温
が
低
い
と
効
率
が
わ
る
い

の
で
、
コ
ー
ヒ
ー
粉
末
量
を
増
や
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で

一
般
に
は
、
摂
氏
九

O
十
一五
度

く
ら
い
で
抽
出
す
る
の
が
適
当
だ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
摂
氏
九

O

度
以
上
で
抽
出
し
た
と
き
に
タ
ン
ニ

ン
の
溶
け
出
る
量
の
少
な
い
も
の
が

良
質
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
と
さ
れ
ま
す
。

(
そ
の
代
表
的
な
品
種
が
、
ジ

ャ
マ

イ
カ
吉岡
地
産
の
ブ
ル
1

マ
ウ
ン
テ
ン

で
す
。
)

回
摘
出
す
る
湯
の
温
度

コ
ー
ヒ
ー
を
含
め
、
お
茶
の
成
分

は
沸
騰
水
中
で
最
も
効
率
よ
く
抽
出

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

抽
出
法
に
は
、
ド
リ
ア

プ
法
(
布
、
ペ
ー
パ
ー
フ

ィ
ル
タ
ー
)
、
サ
イ
フ
ォ
ン
、

パ
ー
コ
レ
ー
タ
ー
、
エ
ス

プ
レ
ッ
ソ
な
ど
種
々
の
器

具
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

固
熔
煎
豆
の
鮮
度

コ
ー
ヒ
ー
倍
煎
豆
の
鮮
度
も
重
要

な
要
素
で
す
。
い
く
ら
良
質
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
で
も
、
熔
煎
し
た
あ
と
空
気

句弘

に
さ
ら
し
て
お
く
と
数
日
で
香
り
が

と
び
、
風
味
も
落
ち
て
き
ま
す
。

熔
煎
し
た
豆
を
保
存
す
る
と
き
は
、

冷
蔵
庫
内
で
二
週
間
、
冷
凍
庫
内
で

一
か
月
く
ら
い
が
め
や
す
だ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

固
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー

ム
寸
日
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー

の
製
造
技
術
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
を

均
質
に
倍
煎
し
、
そ
れ
を
圧
搾
抽
出

し
て
急
速
に
冷
却
し
、
さ
ら
に
フ
リ

ー
ズ
ド
ラ
イ
す
る
方
法
に
よ

っ
て
、
良

質
な
も
の
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

空
気
に
ふ
れ
て
い
る
時
聞
が
長
く

な
る
ほ
ど
芳
香
が
失
わ
れ
て
い
く
の

が
欠
点
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
で
は
、
飲
む
人

の
好
み
に
応
じ
て
、
濃
さ
が
自
由
に

調
節
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
カ
フ

ェ
イ
ン
含
有
量
の
多
い
品
種
を
原
料

に
し
た
も
の
で
は
、
製
品
中
の
カ
フ

ェ
イ
ン
含
有
量
も
高
く
な
り
ま
す
。

次
号
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
と
健
康
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
の
で
、
お
楽
し

み
に
。

司h• 人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
町
の
担
談
相
手

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
路
行
さ
れ
た
臼
で
す
ο

昭
和
二
一一
一
年
に
ま
ず
政
令
に
甘
務
づ

い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
二
四
年
六
月

一
円
討
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基

本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ

ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機

関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人

権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

六
月

一
日
を
「
人
権
機
議
委
長
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆

さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
思
怨
の

際
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

て
お
り
ま
す
。

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

酒

組

高

須

賀

恵

三

郎

六
六

l
ニ
六
六
八

永

野

高

須

賀

鶴

男

ム
ハ
六
|
一
一
一
三
ニ

o

t
口

久

大

西

良

混

六
六
1

四
四
六
七

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
o
b
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
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四

年

度

役

職
員
名
簿
(
敬
称
略
)

O

町

議

会

議

長

広

川

副

議

長

松

本

マ
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委

員

長

田

井

能

副

委

員

長

三

棟

委

員

梅

崎

黒

川

広

川
片

山

マ
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

委

員

長

酒

井

副

委

員

長

宇

和

川

委

員

菅

野

片

山
松

本
佐

伯

マ
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委

員

長

池

川

副

委

員

長

成

川

委

員

細

川

竹

内
花

山

妻

鳥

平日義圏益平日亀光克

雄雄申b

凌
太
郎量夫

文嘉光頼武耕守

O
教
育
委
員
会

委

員

長

後

藤

伝

次

郎

委

員

大

西

良

温樋

口

妙

子

佐

伯

清

明

(

教

育

長

)

楼

田

喜

志

男

O
公
民
館
運
営
審
議
会
兼
社
会
教
育

(
五
月
二
十
日
現
在
)

量高

神

山
竹

田

高
須
賀

山

本
神

野

菅

野
高
須
賀

宮

本

佐
々
木

池

川

渡

部
回
井
能

和

田
本

郷

橋

本

{

呂

田

O
文
化
財
保
護
審
議
会

委

員

酒

井

ク

熊

田

樋

口

市

山

口

川

和

田

員

男高房進博男

イン クイシイン ク。。~ ~ ~ 。イシ

i享重衛雄造良

ク

O
農
業
委
員
会

会

長

会
長
代
理

委

員

寺 i度高梅仙 三 片
須津

川部賀崎波山山

イン ク

~ 

ア薫敏朋
ツ

子之孝雄男績査雄則仁房豊子明行也

隆恵矩茂義圏元由岩安慶義由凌
太
郎

恵

生
平
八
郎進士号一一一治

健公義

雄登衛 一 孝

o 0 
委委選 委副総惇
挙ククククククククククククククククク ~ "八 三E// 
員管 ね克
員長 量 員務務喜
委

員
藤波北菅雲菅門新渡渡渡桐高仙橋園今大大北近佐近波高佐 大寺宮丸伊宇中菅高

須々 和須
部部部山岡波本贋井野野候藤伯藤部賀木 野坂本山藤川島 賀

委

員

ク インクク

豊良

苛誠一幸F寸

八
十
二

隆

志
正

庚
敏義雄

峰亀

野田

伊君ト早薫 繁 矩サ時鎮義虞和小静筒英岩
都ミ チ 寿
修子子カ子明正子勝久コ芳雄明平子校馬見隆雄

田部保野

恒孝信

O
固
定
資
産
評
価
委
員

委

員

長

白

戸

委

員

梅

崎

仙

波

O
監
査
委
員

学

識

経

験

渡

部

議

会

議

員

梅

崎

O
水
道
事
業
運
営
審
議
会

委

員

竹

内

片

山

池

川

成

川
三

棟

菅松
本
佐

伯

佐
々
木

八

木

。。イシイン ク

O
行
政
相
談
員

行之義博

nu 

イ京

q

O
人
権
擁
護
委
員
高
須
賀

高
須
賀

大

西

O
交
通
安
全
指
導
員

班

長

加

指

導

員

中

中亀渡越重戒
↓
叶
d

'金不
ι
渡

イン 。ろ，

O
婦
人
会
本
部

役
場
職
員
配
置

-8一
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子 一 毅強充雄学将政子 温雄郎 雄 松雄雄己明博造良郎衛 進夫 数壌宏

マ マ マ本 000
課福 税税課課税県東広広企企財財 庶庶課課総収助町

。務務長 土温/ 報函政ククク務長
課 係係補務地消ノ報係函係政係 務係補務庁入

長 係佐長課開防係係係係係係 係係佐長課役役長

更 実謀長長長 長

聖 在き

渡空宇野高白近大近野菅岡林菅菅波田
部m 和中須 戸 藤西藤口野田 野野部中
川賀
直祝広 照 秀泰矩和和尚陸昭信
人子 一 隆雄裕之治男美子人志義敦

堆

田部上能松智部田島島藤

東渡森
部

一 元房
夫積義

お
世
話
に
な
り
ま
す委
員

禾
女

通
生

高
須
賀
信
男

福 二 青相田桑
井宮野原井原

鈴美{申秀淳重
子香一利一寛

篠
原

龍
純



会

長

山

本

副

会

長

細

川

近

藤

会

計

宇

和

川

書

記

酒

井

大

西

監

事

松

本

伊

藤

マ
婦
人
会
支
部
長

河

之

内

近

藤

則

之

内

東

黒

尾

前

松

瀬

川

仙

波

横

灘

団

地

大

石

北

方

東

橋

本

北

方

西

松

本

町

東

宇

和

川

町

西

渡

部

南

方

東

大

石

南

方

西

和

田

O
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会

長

高

須

賀

副

会

長

名

越

菅

野

菅

野

会

計

白

戸

監

事

仙

波

玉

井

婦

人

部

長

松

木

婦

人

副

部

長

梅

崎

。

篠

原

マ
老
人
ク
ラ
ブ
地
区
会
長

滑

川

玉

井

土

谷

佐

伯

河
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松
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野
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高

校

生

父

母

花

山

道

法

P

T
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川
中
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未
定

菊

地

好
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浅

野

み

ど

り

大

窪

靖

夫

高

須

賀

仁

近

藤

利

松

木

男

生
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指
導

重泰

生

徒

指

導

別
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保
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衛
生
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会

マ

本

部

会

長
副

会

長

理

事

マ
支
部
会
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之

内

則
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井
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愛
媛
県
消
費
者

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

竹
之
鼻
の

高
須
賀

西
之
側
の

藤

井

幸

子

さ
ん
と

ひ
と
み
選
、
ば
れ
ま
し
た

こ
の
制
度
(
「
愛
媛
県
消
費
者
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
)
は
、
田
町
民
参
加
に
よ
る

消
費
者
保
護
対
策
の
一
環
と
し
て
、

地
域
に
お
け
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情

報
の
収
集
ゃ
、
軽
易
な
消
費
者
相
談

に
対
す
る
助
言
等
を
行
う
も
の
で
今

回
、
本
町
か
ら
お
二
人
の
方
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ん
が
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6
月
役
場
は

第2
土曜日

日
日
と

第4

土曜日

幻
自
が

休
み
で
す

'亘
明

照
夫



同和教育

み
ん
怠
の
幸
せ
を
|
」

願
っ
て
し
|教育委員会|

「
全
国
部
落
地
名
総
鑑

事
件
」
と
は
、

ど
ん
な

事
件
な
の
で
し
ょ
う
か

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
、
わ
が

国
で
初
め
て
の
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
、

こ
の
年
が

「
み
ず
の
え
(
壬
)
さ
る

(
申
こ
の
年
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
「
壬
申
戸
籍
」
と
呼
ば
れ
た
の

で
す
。と
こ
ろ
が
、
そ
の
戸
籍
は
も
と
の

身
分
の
分
か
る
呼
び
方
が
付
け
ら
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
・
以
後
、

結
婚
や
就
職
の
時
の
身
元
調
査
に
利

用
さ
れ
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
を
は

じ
め
、
多
く
の
人
々
が
被
害
を
受
け

た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
基
本
的
人
権
を
守
る
た

め
に
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
、
戸
籍
の
厳
重
な
保
管
と

公
開
禁
止
の
要
求
活
動
や
身
元
調
査

を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
運
動
を
続
け

て
い
き
ま
し
た
。

戸
籍
に
関
す
る
法
律
は
、
何
回
か

改
正
さ
れ
た
後
、

一
九
七
六
年
(
昭

和
五
十

一
年
)
に
、
い
か
な
る
理
由

が
あ
ろ
う
と
も
、
他
人
の
戸
籍
を
公

開
、
閲
覧
し
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に

九
袖

h
ソ
宇
品
?
し
れ
~
。

と
£
ろ
が、

一
九
七
五
年
(
昭
和

五
十
年
)
こ
ろ
か
ら
、
同
和
地
区
の

地
名
や
人
口
、
主
な
職
業
を
書
い
た

「全
国
部
落
地
名
総
鑑
」
な
ど
九
種

類
も
の
本
が
、
ひ
そ
か
に
売
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ
を
購
入

し
た
企
業
や
個
人
が
二

O
O
余
り
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
本
の
中
に
は
、
「
会
社

で
採
用
選
考
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
人
事
担
当
者
や
、
お
子
さ
ん
の
結

婚
問
題
で
心
労
さ
れ
て
い
る
家
族
の

方
た
ち
の
悩
み
を
少
し
で
も
解
消
す

る
た
め
に
、
世
情
に
逆
行
し
て
本
蓄

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

:
・
」
と
書
か
れ
た
本
も
あ
り
ま
し

~ 

た。
こ
の
よ
う
に
、
結
婚
や
就
職

と
い
う
人
間
の
一
生
に
と
っ
て

大
切
な
場
面
で
差
別
が
残
さ
れ

て
い
た
の
で
す
。

ま
た
、
全
国
高
等
学
校
統
一

用
紙
が
採
用
さ
れ
た
り
、
戸
籍

の
公
開
制
限
が
は
か
ら
れ
て
い

た
時
期
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
の
こ
と
は
差
別
を

商
売
に
す
る
最
も
悪
質
な
人
権

侵
害
事
件
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
人
権
侵
害
事
件

が
発
生
し
た
後
、
「
全
国
高
等

学
校
統
一
用
紙
」
も
何
回
か
改

訂
さ
れ
て
、
現
在
使
用
さ
れ
て

い
る
履
歴
書
に
変
わ
り
、
就
職

差
別
に
つ
な
が
る
十
四
項
目
の

質
問
は
、
面
接
選
考
か
ら
除
外

さ
れ
、
各
企
業
も
差
別
の
な
い

採
用
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
除
外
さ
れ
た
差
別

に
つ
な
が
る
一
四
項
目
の
質
問
」

に
つ
い
て
は
、
次
回
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

……ー・""'''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''，.，..，'…………い，'''."....''……，..，..................，....".."....…川''''''....'…ぃ""""""""""""""""，""'"・"".. 

(有線)3130 
清掃センター (NTT)66-4989 

収集曜日 ~:ïl 集 I也 域 収集臼又は収集変更日

月・木
東谷・西谷(井内を除く)

土谷.i骨川・天神 ・鳥の子・横i難団地 変更なし
毎

司.---開岬岨咽 園 、0_______ー-ー--_.ト・“・・・・ ・・・ ・・・----・.----------・ーー
フド 井内

火・金 北方・南方
変更なし胃-_..--ーー ーー明申由値"------------------ー---------・ー---------------・ー-ー

週
火 奥松瀬川

水・土
時IJ松瀬川(鳥の子を除く)

変更なし
町筋(天神を除く)

6月ごみ収集計画もえるごみ

毛え芯じごみ

収集地域 ガフス・空きビン類 空き缶等金物類 粗大ごみ

東谷・西谷(井内を除く)
6月8日(月) 6月22日開) な し

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 6月9日附 6月23日ω な し

前松瀬JlI(鳥の子を除く)
6月10日〈水) 6月24日嗣 な し

ト31(却を
-土省・湯川 6月11日嗣 6月25日同 な し
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• 

ま-
ゴた・
ミま・
間た・
題

四
月
十
七
日
、
本
部
役
員
と
支
部

長
の
十
八
名
で
、
今
年
度
も
川
内
町

清
掃
セ
ン
タ
ー
を
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
昨
年
に
比
べ
て
、

「
も
う
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
に
、
缶

や
ピ
ン
は
入
ら
な
く
な
っ
た
か
し

ら

・

」

と
、
私
は
と
て
も
楽
し
み
に
行
き
ま

し
た
。
燃
え
終
わ
っ
て
い
る
炉
を
開
け
て

頂
く
と
、
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
:
:
:
と
、

• 真
黒
こ
げ
に
な
っ
た
缶
が
数
十
個
、

転
が
り
出
ま
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か

驚
く
こ
と
に
、
ア
イ
ロ
ン
の
真
黒
々

も
:
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
頂

く
針
金
の
ハ
ン
ガ
ー
が
十
数
本
、
ち

ゃ
ん
と
し
ば
っ
た
真
黒
こ
げ
も
あ
り

ま
し
た
。
石
で
し
ょ
う
か
、
石
膏
で

し
ょ
う
か
、
子
供
の
頭
程
も
あ
る
か

た
ま
り
の
黒
こ
げ
も
数
個
出
て
い
ま

し
た
。町
内
放
送
ゃ
、
広
報
か
わ
う
ち
ゃ

ゴ
ミ
収
集
の
チ
ラ
シ
・
保
健
衛
生
実

践
会
の
総
会
で
も
、
ま
た
各
区
長
さ

ん
か
ら
常
会
の
時
等
々
、
ゴ
ミ
問
題

に
つ
い
て
は
、
繰
り
返
し
て
指
導
や

注
意
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
婦
人

会
で
も
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

来
ま
し
た
。
そ
れ
な
の
に
-

せ
め
て
ゴ
ミ
の
分
類
と
、
資
源
ゴ

ミ
を
取
り
出
し
て
ゴ
ミ
を
滅
量
す
る

こ
と
だ
け
で
も
、
私
達
一
人
一
人
の

責
任
に
お
い
て
、
気
を
つ
け
て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
先
日
も
、
大
き
な

爆
発
音
が
し
て
大
騒
動
し
た
そ

う
で
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
が
、
炉
の
中
で

爆
発
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
ど

な
た
も
怪
我
に
な
ら
な
か
っ
た

の
が
幸
い
だ
っ
た
と
か
:
・
。
炉
の
痛

み
は
、
も
う
少
し
で
大
変
な
事
に
な

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
は
、
中
身
を
全
部
使

い
き
っ
て
空
に
し
、
{
八
を
二
つ
以
上

あ
け
て
、
金
物
の
日
に
出
す
よ
う
に

l
)
宇
品
、
し
ょ
、
っ
。

現
在
は
、
便
利
な
使
い
捨
て
の
多

い
社
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
達
は

心
し
て
、
地
球
に
や
さ
し
い
、
資
源

愛
護
の
気
持
ち
で
生
活
し
た
い
も
の

で
す
。
百
円
の
ジ
ュ

ー
ス
を
購
入
し
た
場

合、

三
十
円
は
容
器
代
だ
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

日
常
の
買
物
の
時
、
ゴ
ミ
に
な
る

も
の
は
、
な
る
べ
く
買
わ
な
い
で
、

中
身
に
お
金
を
払
い
た
い
も
の
で
す
。

仕
方
な
く
購
入
し
た
な
ら
ば
、
ゴ
ミ

の
始
末
を
正
し
く
し
て
、
正
し
く
ゴ

ミ
を
送
り
出
す
ま
で
が
、
私
達
消
費

‘ 

く破裂したスプレー缶〉

者
の
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
お
会
い
し
た
人
か
ら
、

「
テ
イ

y
シ
ユ
ペ
ー
パ
ー
や
、
お
菓

子
等
の
箱
も
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
一
緒

に
有
資
源
回
収
に
出
し
て
い
い
の

で
し
ょ
う
か
」

と
言
う
、
嬉
し
い
質
問
を
お
受
け
し

ま
&
ー
し
れ
ん
。

大
き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
、
だ
け
で
な

く
、
お
菓
子
の
箱
も
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
箱
も
た
た
ん
で
下
さ
い
。
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
の
芯
に
使
っ
て
い
る
ボ
ー
ル

紙
も
、
み
ん
な
有
資
源
と
し
て
紙
袋

に
集
め
、
ダ
ン
、
ボ
l
ル
と
し
て
出
し

て
下
さ
い
。
ゴ
ミ
が
ぐ
ん
と
少
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
上
、
そ
れ
ら
が
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
、
再
び
世
間
に
出
て
く
る
の

で
す
。
嬉
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

先
日
、
私
の
区
の
ゴ
ミ
収
集
場
所

に
、
破
損
し
た
大
き
な
す
り
鉢
が
出

て
い
ま
し
た
。
あ
ん
な
の
は
、
家
で

小
さ
く
砕
い
て
土
に
埋
め
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
ゴ
ミ
に
出

す
な
ら
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
し
て
、

ピ
ン
類
の
日
に
出
し
て
下
さ
い
と
の

事
で
し
た
。

袋
の
中
は
人
々
に
見
え
ま
せ
ん
が
、

良
心
に
恥
ず
か
し
く
な
い
ゴ
ミ
の
荷

司ι• 造
り
を
す
る
様
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

-コ
ミ

の

分

類

日
燃
え
る
ゴ
ミ

O
生
ゴ
ミ
(
水
切
り
を
)

O
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ビ
ニ
ー
ル
類

お
醤
油
や
ジ
ュ
ー
ス
の
。
フ
ラ

000  
ダ雑新
ン誌開ス
ボチ
l ツ

{一一~一一- }レ ク
婦川川一一「一-容
人内上出有器
会保小し資も
育学て源)
園校下回
一一戸ーー さ収
仁一一一一いへ

O
牛
乳
パ

y
ク
(
婦
人
会
で
回
収
)

日
o 0 
ガ金燃
ラ物え
ス類な
類い
一一一ゴ
t~ ご日ー『
疋

日

。
多
量
の
ビ
ニ
ー
ル
類
は

粗
大
ゴ
ミ
収
集
日
に
。

O
燃
え
る
ゴ
ミ
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

に
入
れ
な
い
で
、
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

F
k
l
u
 

'
E
A
 



サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
の
年
金
の

振
替
加
算
に
つ
い
て

金
あれこれ

年

厚
生
年
金
保
険
(
被
保
険
者
期

間
が
却
年
以
上
あ
る
場
合
)
で
は
、

ご
主
人
が
受
け
る
老
齢
厚
生
年
金

に
、
二
疋
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
奥
さ
ん
分
と
し
て
加
給

年
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
奥
さ
ん
が

白
歳
に
な
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
こ
の
加
給
年
金
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
大
正
日
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
但
年
4
月
1
日
に

生
ま
れ
た
奥
さ
ん
(
昭
和
日
年
4
月
1
日
に
却
歳
以
上
印
歳

未
満
の
奥
さ
ん
)
に
つ
い
て
は
、
本
人
が
臼
歳
か
ら
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
る
と
き
、
ご
主
人
の
年
金
に
加
算
さ
れ
て
い

た
加
給
年
金
額
に
か
わ
っ
て
、
奥
さ
ん
の
受
け
る
老
齢
基
礎

年
金
に
加
算
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
振
替
加
算
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
額
は
、
昭
和

2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
奥
さ
ん
が
、
二
十
万
二
千
四
百
円

で
、
以
後
年
齢
に
応
じ
て
減
額
し
、
昭
和
引
年
4
月
2
日
以

後
生
ま
れ
の
奥
さ
ん
は
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

1
5
5
5
5
雪
5
5
5
5
5
55
i

z

i

f

E
E
E
5
5
5
5
E
E
E
5
5
i

E
E
E
S
5
5
55
J

…

愛

媛

県

下

の

…

…
公
共
職
業
安
定
所
は
、
一

一5
月
か
ら
全
土
曜
閉
庁
…

γ

5

5
5
i

に
な
り
ま
し
た
…

~ 

滑
川
た
め
と
も
祭
り
に

参
加
し
よ
う
/

町
内
の
色
々
な
職
業
の
若
者
が
、

川
内
可
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
桜

花
撃
を
結
成
し
、
勉
強
を
進
め
て
い

ま
す
。
桜
花
塾
は
、
一
線
為
割
引
の
墓
の

伝
説
や
九
騎
峠
な
ど
源
平
争
乱
の
伝

説
な
ど
古
い
授
史
と
滑
川
渓
谷
な
ど

美
し
い
嵐
土
を
も
っ
滑
川
の
活
性
化

を
は
か
る
た
め
、
滑
川
た
め
と
も
祭

り
を
次
の
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。

七
月
+
ニ
臼
冊

午
前
一

O
時

(
雨
天
決
行
)

限
滑
川
小
学
校
跡

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

魚
の
つ
か
み
ど
り

弓
の
試
射

中
学
生
に
よ
る

川
中
大
鼓

大
人
ニ
五

O
O円

小
人
ニ

0
0
0円

(
二
五

O
人
ま
で
)

O
参
加
申
込
先
役
場
総
務
課

六
六

i
ニ
ニ
ニ
ニ

O 
隠

時

o 0 
儀場

し所

O
参
加
料

塾
生
一
同
楽
し
い
祭
り
に
し
た
い

と
は
り
き
っ
て
準
備
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
と
も
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

植
え
て
は
+
'
ノ
を
ご
存
じ

い
け
な
い

t
lで
す
か

野
や
山
に
き
れ
い
な
花
の
咲
く
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
の
庭
先
な
ど
に

「大
麻
」
や
「
植
え

て
い
け
な
い
け
し
」
を
栽
培
し
た
り
、
自
生
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
は
、
法
律
に
よ
っ
て
、
許
可
な

く
み
だ
り
に
植
え
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
け
し
の
花
が
咲
く
五
月
と
六
月
に
「
不

正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
を
実
施
し
、
正
し
い
知

識
の
普
及
や
、
不
正
栽
培
の
大
麻
・
け
し
の
発
見
に

努
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
栽
培
し
て
よ
い
け
し
と
い
け
な
い
け
し

の
簡
単
な
見
分
け
方
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
お
近
く
の
け
し
の
花
に
注
意
し
て
鑑
賞
し
て
く
だ

支
」
い
。

マ
植
え
て
よ
い
け
し

O
全
体
に
弱
々
し
い
感
じ

O
草
丈
は
、
比
較
的
低
い
(四
0
m
l
一m
)

O
葉
や
茎
の
表
面
に
粗
い
毛
が
生
え
て
い
る

O
葉
は
、
あ
ざ
や
か
な
緑
色
を
し
て
い
る

V
植
え
て
い
け
な
い
け
し

-
見
た
目
に
た
け
だ
け
し
い
感
じ

・
草
丈
は
、
比
較
的
高
い
(
一

m
i
一
-五

m)

-
葉
や
茎
に
ほ
と
ん
ど
毛
が
無
い

・
葉
や
茎
は
、
ろ
う
が
か
っ
た
白

緑
色
を
し
て
い
る

-
葉
は
、
太
い
茎
を
半
ば
抱
く
よ

う
な
形
で
つ
い
て
い
る

p
h
U
 

4
t
i
 

大
花
の
色
や
花
び
ら
の
数
で
は
区
別

で
き
ま
せ
ん
。

ご
近
所
で
「
大
麻
」
や
「
け
し
」

を
発
見
し
た
場
合
や
、
「
大
麻
」
や

「
け
し
」
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
保

健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松
山
中
央
保
健
所

松
山
市
北
持
田
町
二
二
二

包
四

一

一

一一

一

内
線
二
六
一
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• 
@ 

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
に

つ
い
て
は
賦
課
期
日
(
毎
年
一
月

一
日
)

現
在
、
土
地
登
記
簿
に
所
有
者
と
し

て
登
記
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
当
該

年
度
分
の
固
定
資
産
税
を
課
税
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

な
お
、
売
主
と
買
主
の
問
で
固
定

資
産
税
を
月
割
按
分
し
て
負
担
す
る

場
合
の
月
数
計
算
の
始
期
(
例
え
ば

l
月

1
日
ま
た
は

4
月

1
日
等
)
に

つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
は
年
税
で

あ
る
た
め
特
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
(
家
屋
の
売

買
が
あ
っ
た
場
合
も
同
様
の
取
扱
い

と
な
り
ま
す
。
)

6月健康センターだより
2日同 三種混合予防接種 (センター)

4日(木) 日本脳炎予防接種(第l回)
(センター)

5日幽 育児相談 ・育児学級 (センター)

9日(;k) ファミリー健康相談(滑川)
(生活改善センター)

11日(木) 日本脳炎予防接種(第2回)
(センター)

12日幽 健康教育「体操で肩こりをやっつけよう」

(センター)

15日間 乳幼児予防接種(ツベルクリン反応)
(センター)

17日制 乳幼児予防接種(BC G)・栄養学級
(センター)

19日後) ファミリ ー健康相談 ・成人健康相談
(南方東部公民館)

23日附 こころの健康相談・家族教室 (センター)

26日幽 ファミリ ー健康相談 ・成人健康相談

(河之内公民館)

30日ω 三種混合予防接種 (センター)

毎月曜日 不用犬買い上げ (センター)

毎水曜日 健康相談 ・栄養相談

母子手帳交付 ・妊婦健康相談
(センター)

機能回復訓練事業 (ガリラヤ荘)

当番医

7日(日) 八木耳鼻咽喉科皮フ科(牛測) 64-5400 

14日(日) 西野医院(横河原) 64-2152 

21日(日) 泉内科(南方) 66-2226 

28日(日) 山本内科(北方) 66-2066 
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付
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セ
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王
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戴
い
て

つ

近

藤

十

歩

高

瀬

喜

撰

亭

片
言
の
頂
戴
も
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を
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佐
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木
胡
舟

早
食
い
の
か
け
は
や
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ぱ
り
手
品
め

き
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岡
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舟
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放
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故
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熊
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あ
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の
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り
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蒲
田

中
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母
の
日
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母
の
形
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内
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卯
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蹴
っ
て
ゆ
く
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辺
り
の
鴎
か
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池
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谷

六
月
例
会
こ
案
内

六
月
六
日
(
士
)
午
後
七
時
三
O
分

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

〈

題

〉

①

客

②

旅

③
が
た
が
た

新
し
い
お
顔
を
わ
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
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